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大久保光子社長（左）
と青野真也施設長

7こ　7　のカ導

∴二∴－、
し数定　3

生テ告リズムの手巴握は、

行動の予測につながる

手すりと組み合わせればベッドの
位置に左右されず、設置できる

ら
ぽ
ー
る
上
尾
（
埼
玉
県
上
尾
市
）

重
度
認
知
症
入
居
者
を
映
像
で
見
守
り

使
用
対
象
者
は

独
自
ツ
ー
ル
で

適
切
に
判
断

ラ
ポ
ー
ル
（
埼
玉
県
上
尾

市
、
大
久
保
光
子
社
長
）
が

運
営
す
る
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
ら
ぽ
ー
る
上
層
（
青

野
真
也
施
設
長
）
で
は
、
ア

ル
コ
・
イ
ー
エ
ッ
ク
ス
（
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
、
木
田

文
二
社
長
）
の
、
画
像
解
析

型
見
守
り
機
器
「
ペ
イ
シ
ェ

ン
ト
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を

同
施
設
で
は
職
員

の
負
担
軽
減
や
入
居
者
の
転

倒
転
落
事
故
防
止
を
目
的
に

1
0
台
導
入
し
た
。
そ
の
う
ち

3
台
は
県
の
「
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
普
及
促
進
事
業
」
を
活
用
。

新
た
に
補
助
対
象
機
器
と
し

て
認
め
ら
れ
、
半
額
の
負
担

で
導
入
が
で
き
た
。

対
象
者
は
同
施
設
の
入
居

者
1
1
5
人
の
う
ち
、
排
御

ー
墾
　
ふ

措

「
重
度
の
認
知
症

患
者
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
お
り
、
安

全
体
制
を
強
化
す
る

た
め
導
入
に
踏
み

切
っ
た
」
と
大
久
保

社
長
は
話
す
。

優
先
度
の
判

断
は
映
像
で

や
転
倒
リ
ス
ク
を
評
価
し
て

決
定
。
「
長
谷
川
式
簡
易
知

能
ス
ケ
ー
ル
」
と
独
白
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
活
用

し
た
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー

ト
は
、
過
去
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
や
、
B
P
S
D
の
有
無
な

ど
を
点
数
化
し
、
要
介
護
度

に
よ
ら
な
い
評
価
を
す
る
。

同
製
品
は
、
内
蔵

し
た
赤
外
線
カ
メ
ラ
で

ベ
ッ
ド
上
の
利
用
者
を
撮

影
し
解
析
す
る
。
起
床
や

離
床
な
ど
を
感
知
す
る
と

ア
ラ
ー
ト
が
ケ
ア
コ
ー
ル

に
連
動
し
、
職
員
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
事
務
所
に
通

知
さ
れ
る
。

撮
影
状
況
は
管
理
画
面

上
で
全
室
確
認
可
能
で
、
同

時
に
複
数
の
利
用
者
を
見
守

る
こ
と
が
で
き
る
。

同
施
設
で
は
、
ペ
イ
シ
ェ

ン
ト
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
導
入

前
か
ら
、
マ
ッ
ト
セ
ン
サ
ー

を
活
用
し
て
い
た
。
た
だ
、

同
時
に
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ
た

時
に
、
優
先
度
の
判
別
が
つ

き
に
く
く
、
転
倒
が
防
げ
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

導
入
後
は
利
用
者
の
状
況
を

画
像
で
確
認
す
る
こ
と
で
、

優
先
度
の
判
断
が
可
能
に
な

り
、
効
果
的
に
転
倒
を
防
げ

て
い
る
。

ま
た
、
解
析
結
果
は
ク
ラ

ウ
ド
上
に
蓄
積
さ
れ
、
管
理

画
面
で
確
認
可
能
。
「
例
え

ば
結
果
を
基
に
排
泄
の
リ
ズ

ム
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
夜

間
の
不
要
な
訪
室
を
防
ぎ
、

業
務
の
効
率
化
に
も
っ
な

が
っ
て
い
る
」
と
青
野
施
設

長
は
話
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た

め
、
カ
メ
ラ
機
能
は
オ
ン
と

オ
フ
の
切
り
替
え
が
可
能
。

「
家
族
が
訪
問
し
た
と
き
に

は
停
止
し
、
家
族
だ
け
の
空

間
を
邪
魔
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
」
（
同
氏
）
。


